ちばＭＤエコネット２０１５年度事業計画案
　　　
　ちばＭＤエコネットは、すべての事業において障害のある人もない人も地域で共に学び共に働く地域づくりを進めます。その中心になる福祉作業所ひなたぼっこに、今年度新しい利用者2人を迎えました。利用者一人一人がやりがいを持って働く場として、充実させます。中長期的な計画を立て、ちばＭＤエコネットの継続と発展のために全員が力を出し合います。
　また、障害のある子の学校生活と地域生活を支援する「ノーマライゼーション学校支援事業」を継続します。県との協働事業であり、地域のニーズを受けとめる事業です。個別相談を受けると共に、研修とフォーラムで、障害への理解を深めます。

　この２つを柱として、以下のような事業をおこないます。

1． 福祉作業所ひなたぼっこ

　４月に新しい利用者２人を迎え、８人でスタートします。施設長を含めた常勤３人、非常勤職員３人で運営します。年２回、外部の方が入った６人で構成する運営委員会を開きます。また、利用者の「親の会」を定期的におこない、意思疎通を図ります。
　利用者が増えたことにともない、一人一人の得意なところを活かしながら仕事を増やしていきます。それぞれの個別支援計画に沿って、仕事の意識を高め、安定して作業に取り組めるようにします。また、職員の労働環境をより良くする取り組みを継続します。理事を中心に職員、保護者などで他の事業所を見学し、運営の参考にします。
作業所の仕事は、（１）カフェひなたぼっこ、（２）高齢者施設「高根台つどいの家」の清掃、（３）地域新聞配布、（４）馬込町団地広場の清掃、（５）軽作業、そのほか地域貢献活動に取り組みます。以下に詳しく説明します。

　
（1） 　コミュニティカフェひなたぼっこ
1 　利用者６人が２交代のシフト制で職員やボランティアと共にカフェの仕事に取り組みます。地元商店街、飲食店等のイベントに参加し、高齢者施設での出張カフェなどをおこないます。
2 　利用者、職員、ボランティアへの研修を定期的におこないます。
3 　魅力あるメニューやお店づくりを全員で工夫し、お客様へのサービスを向上させます。
4 　利用者の得意なことを活かし、役割分担して仕事がすすめられるようにします。また、苦手なことにも一つずつ取り組めるようにしていきます。
5 　利用者の健康面、生活面での課題を把握し、自立に向けて助言し、協力します。
（2） 　高根台つどいの家清掃
1 　スタッフが具体的な目標をもち、小さな作業内容でも毎年の積み重ねで、本人　の成長がわかるように指導していきます。また、汚れを見つけてきれいに落とせるように、今年度も引き続き取り組みます。
2 　清掃業務の担当者が不在の時でも、仕事をフォローする体制を整えます。
3 　昨年度から始めたスタッフのスキルアップの研修は、良い効果を上げてきたので、定期的に実施します。研修の回数も少しずつ増やします。
4 　高根台つどいの家との連携は、契約更新時期等に合わせて定期的に情報交換をしながら、さらに充実させていきます。
（3） 　地域新聞配布
スタート時より配布数が増え、現在では８８０部にもなりました。また、新しい利用者やボランティアも増えてきました。したがって、昨年以上に正確で効率的な配布ができるように、人材配置を考えていきます。また、実習生やボランティアの受け入れにも対応できる体制づくりを進めます。
（4） 　馬込町団地広場清掃
船橋市から委託を受けて、毎月第２、第４土曜日に馬込町団地広場の清掃をおこないます。継続していらっしゃるボランティアの方々に加えて、新規のボランティアも募集し、ちばＭＤエコネット全体で取り組みます。
1 　軽作業
2 株式会社ソーケン製作所とは、引き続き間伐材を利用した仕事を受注しながら、新たな仕事の獲得に向けて取り組みます。

3 チラシの配布はボランティアも含めて全員で対応します。
4 今まで経験していない分野にも目を向け、仕事の範囲が広がるよう検討します。
（5） 　地域貢献活動
　　　　毎週２回（火・土）、利用者とボランティアで船橋市本町通りの清掃活動をおこないます。

（6） 　ユニバーサル就労の取り組み

1 昨年度制作した『働く障がい者－ユニバーサル就労の可能性－』のＤＶＤを、企業や一般の方に見てもらい、障害者就労やユニバーサル就労について広報します。

2 「高根台つどいの家ユニバーサルネットワーク会議」への参加を継続します。
3 利用者がユニバーサル就労によって、作業所以外の場で働くことを支援します。

（7） 　ボランティア・実習受け入れ
1 　実習受け入れ

作業所ひなたぼっこの利用者になることを希望する方の実習を受け入れます。
2 　ボランティア・インターンシップ受け入れ
定期的にボランティアをしたいという方、学生のインターンシップを受け入れます。今年度新たに船橋市で取り組む「夏休みの学生体験ボランティア」の企画に協力し、ボランティアを受け入れます。ボランティアやインターンシップの方に対する研修を充実させます。
3 　就労に向けた若者ボランティアプログラム作り

「中央ろうきん若者応援ファンド」の助成を受け、就労を目指す若者のボランティア受け入れプログラムを作成し、関係者の研修を行います。

2． コミュニティカフェひなたぼっこその他の取り組み

　コミュニティカフェひなたぼっこでは、作業所としての運営以外に、広く地域に開かれたカフェを目指して、定期的な教室や季節に合わせたイベントなどを開催します。教室は、英語教室、チャリティアロマ教室、チャリティ押し花教室、手芸教室、ニットカフェの５つを継続し、新規教室の開催を呼びかけます。教室以外には、障害のある子をもつお母さんたちの「おしゃべり会」、「子育てカフェ」を行います。
　おひさまバンドは、ひなたぼっこのバンドとして本町通りのイベントで演奏し、練習の成果を発表します。今年はオリジナル曲のＣＤを作成する予定です。

3． ノーマライゼーション学校支援事業
　千葉県とNPOとの協働事業として、県と協定書を交わして実施します。関係課は、教育政策課、特別支援教育課、指導課、障害福祉課、児童家庭課の５つの課です。必要に応じて市町村とも連携して事業を進めます。この事業には２つの柱があります。１つは、発達につまずきのある子、障害のある子が学校生活や地域生活で困ったときに相談を受け、学校に出向いたりして一緒に解決にあたる個別相談です。もう１つは、広く県民を対象に発達障害などへの理解を深めるため、年４回の研修と年１回のフォーラムを開催します。
4． 広報・宣伝

（1） 会報の発行

会報『じゃなかしゃば－ひなたぼっこ便り－』を発行します（年４回予定）。
（2） ホームページ等での情報発信

ホームページ、ブログ、facebookを活用し、日々の様子を発信します。
電子看板を設置し、定休日にもお店のPRをするようにします。
5． 共同オフィス運営
「千葉肝臓友の会」と「ちばＭＤエコネット」の２団体で２階共同オフィスを使用します。共有スペースを活用し、ちばＭＤエコネットでは作業所の軽作業、地域新聞折り込み、会報発送、毎月の理事会などを行います。
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